
(57)【要約】

【課題】振動情報を長期安定的に、精密に記録する媒体

としての振動情報記録水を、工業的に量産することが出

来るものである。

【解決手段】精製水にＦｅ化合物含有鉱石を所定期間浸

漬させてＦｅ化合物接触水を製造し、その後所定量の精

製水にＦｅ化合物接触水と化学塩とを所定の比率で添加

して希釈・攪拌することにより振動情報記録水を製造す

ることにある。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
振 動 情 報 の 記 録 媒 体 と し て 用 い ら れ る こ と を 主 た る 目 的 と す る 素 材 で あ り 、 Ｆ ｅ 化 合 物 含
有 鉱 石 を 所 定 期 間 接 触 さ せ た 精 製 水 と 塩 化 ナ ト リ ウ ム で 構 成 さ れ る 振 動 情 報 記 録 水 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 物 質 （ 生 命 体 を 含 む ） が 持 つ 固 有 の 振 動 情 報 を 記 録 し 、 長 期 安 定 的 に 保 存 す る
振 動 情 報 記 録 媒 体 と し て 用 い ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
古 く か ら 、 物 質 の 「 性 質 」 を あ ら わ す 「 情 報 」 だ け を 水 に 記 憶 さ せ 、 そ の 「 情 報 」 を 治 療
に 活 用 す る 、 と い う 考 え 方 が 存 在 す る 。 そ の 顕 著 な 例 と し て は 、 １ ９ 世 紀 初 頭 に ド イ ツ の
ハ ー ネ マ ン （ Ｓ ａ ｍ ｕ ｅ ｌ 　 Ｈ ａ ｈ ｎ ｅ ｍ ａ ｎ ｎ ） に よ り 始 め ら れ た ホ メ オ パ シ ー 医 療 が
あ り 、 近 年 特 に そ の 利 用 者 が 増 加 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ホ メ オ パ シ ー の 基 本 的 な 考 え 方 は 以 下 の 通 り で あ る 。 例 え ば あ る 薬 草 の 抽 出 液 を 水 で 希 釈
し 、 そ の 希 釈 を 繰 り 返 し て い く と 、 や が て 薬 草 の 分 子 は 統 計 的 に は 一 分 子 も な く な り 、 そ
の 薬 草 の 性 質 を あ ら わ す 「 情 報 」 だ け が 水 に 残 る 。 そ の 水 を 患 者 に 投 与 す る と 、 薬 草 と 同
じ 効 果 が 患 者 の 身 体 に 表 れ る 、 と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 水 の 性 質 は 、 ２ ０ ０ 年 も の 間 に 蓄 積 さ れ た ホ メ オ パ シ ー 治 療 に お け る 膨 大 な 量 の 臨 床
結 果 が 裏 付 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
而 し て 、 こ こ に い う 「 情 報 」 の 実 体 に つ い て の 理 論 的 説 明 は 諸 説 紛 々 の ま ま だ が 、 共 通 項
と し て 、 物 質 あ る い は 生 体 内 に 存 在 す る 「 電 子 レ ベ ル の 振 動 」 と し て 捉 え ら れ て い る 点 で
多 く の 学 者 等 の 意 見 は 近 年 お お む ね 一 致 し て い る （ 以 下 、 情 報 を 「 振 動 情 報 」 と い う ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
尚 、 こ の 振 動 情 報 を 、 電 気 的 装 置 を 用 い て 制 御 す る と い う 発 想 の 技 術 は 、 古 く か ら 存 在 し
て お り 、 例 え ば 、 １ ９ ５ ０ 年 代 か ら ド イ ツ を 中 心 に 広 め ら れ た Ｅ Ａ Ｖ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ
ｉ ｃ 　 Ａ ｃ ｕ ｐ ｕ ｎ ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ ａ ｃ ｃ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｔ ｏ 　 Ｄ ｒ ． Ｖ ｏ ｌ ｌ ） と い う 診 断
・ 治 療 装 置 が 代 表 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ド イ ツ で は 現 在 、 数 多 く の 種 類 の Ｅ Ａ Ｖ が 開 発 さ れ 、 実 際 の 医 療 現 場 で も 活 用 さ れ て い る
。 こ れ に 対 し 米 国 で は 、 Ｅ Ａ Ｖ と 技 術 的 背 景 を 同 じ く す る 振 動 情 報 の 計 測 装 置 （ Ｍ Ｒ Ａ ：
Ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 Ｒ ｅ ｓ ｏ ｎ ａ ｎ ｃ ｅ 　 Ａ ｎ ａ ｌ ｙ ｚ ｅ ｒ ） が １ ９ ８ ９ 年 に ウ ェ イ ン ス
ト ッ ク （ Ｒ ｏ ｎ ａ ｌ ｄ 　 Ｊ ． Ｗ ｅ ｉ ｎ ｓ ｔ ｏ ｃ ｋ ） に よ り 開 発 さ れ 、 我 が 国 で も 特 開 平 ６
－ １ ３ ０ ０ ０ ８ 号 公 報 で 確 認 す る こ と が で き る 。 又 水 に 振 動 情 報 を 記 録 さ せ る 装 置 の 一 実
施 例 と し て は 、 実 登 ３ ０ １ ０ １ ２ ９ 号 公 報 に 示 す 生 体 情 報 転 写 器 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 前 者 及 び 後 者 の 装 置 を 用 い た 場 合 で あ っ て も 、 下 記 に 示 す よ う な 問 題
が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
即 ち 、 上 記 前 者 の 振 動 情 報 計 測 装 置 で 生 体 を 計 測 す る 場 合 、 「 あ る 程 度 の 正 確 性 」 は 確 保
で き る も の の 、 厳 密 な 定 点 計 測 は 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
尚 、 水 を 振 動 情 報 の 記 録 媒 体 と し て 用 い る と い う 発 想 は 、 ホ メ オ パ シ ー に お い て も 採 用 さ
れ て い る 。 上 記 後 者 の 生 体 情 報 転 写 器 を 用 い て 水 に 振 動 情 報 を 記 録 さ せ る こ と で 定 点 計 測
は 可 能 と な る が 、 水 の 情 報 保 持 能 力 に お い て 課 題 が 残 る 。 な ぜ な ら ば 、 水 を 振 動 情 報 の 記
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録 媒 体 と し て 用 い る 場 合 、 水 は 振 動 情 報 の 「 受 信 」 、 「 固 定 」 、 「 伝 達 」 能 力 を す べ て 持
ち 合 わ せ て は い る も の の 、 受 信 能 力 と 固 定 能 力 に つ い て は 不 安 定 で あ り 、 水 に 一 旦 記 録 さ
れ た 振 動 情 報 は 、 経 時 変 化 を 起 こ す こ と 、 及 び 温 度 変 化 な ど の 外 的 要 因 に よ り 容 易 に 変 化
し 、 水 を 沸 騰 さ せ る と ゼ ロ に な る こ と が 周 知 の 事 実 と し て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
又 、 水 の 他 に 、 振 動 情 報 の 重 要 な 伝 達 機 能 を 持 つ こ と が 知 ら れ て い る の が 、 鉱 石 （ ミ ネ ラ
ル ） と 塩 で あ り 、 鉱 石 は 「 受 信 」 能 力 に 長 け て お り 、 塩 は 一 旦 受 信 し た 振 動 情 報 を 「 固 定
」 す る 性 質 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
よ っ て 、 湧 き 水 等 、 自 然 界 の 水 に は 、 水 の 他 に 微 量 の ミ ネ ラ ル 分 （ 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 含 む
） が 含 有 し て お り 、 そ の 意 味 で は 受 信 、 固 定 、 伝 達 の た め の 三 要 素 が す べ て 揃 っ て い る と
い え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し な が ら 、 自 然 界 の 水 は そ の ミ ネ ラ ル の バ ラ ン ス に よ り 振 動 情 報 記 録 能 力 に 偏 差 が あ
る こ と が 各 種 試 験 に よ っ て 確 認 さ れ て お り 、 よ っ て 、 自 然 界 の 水 は 、 分 析 目 的 又 は 産 業 応
用 を 目 的 と し て 精 密 に 振 動 情 報 を 記 録 す る 記 録 媒 体 と し て は 不 完 全 で あ り 不 適 切 な も の で
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
而 し て 、 本 発 明 は 、 生 体 の あ る 時 点 の 状 態 を 「 振 動 情 報 」 と し て 極 め て 簡 単 且 つ 確 実 に 、
し か も 一 旦 記 録 し た 振 動 情 報 を 変 化 さ せ る こ と な く 長 期 間 保 存 す る こ と が 出 来 る 振 動 情 報
記 録 水 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
即 ち 、 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 振
動 情 報 記 録 媒 体 と し て 用 い ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 が 、 精 製 水 に Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 を 所 定
期 間 接 触 さ せ て 得 ら れ る Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 と 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 所 定 の 比 率 で 混 合 し 、 精 製
水 に よ り 所 定 の 倍 率 で 希 釈 ・ 攪 拌 し て 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
よ っ て 、 鉱 石 の 一 種 で あ る Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 が 持 つ 、 安 定 的 に 高 い 振 動 情 報 の 受 信 機 能
を 用 い る と 共 に 、 そ の 成 分 を 精 製 水 に 抽 出 さ せ る と い う 方 法 を と ら ず 、 精 製 水 に 一 定 期 間
接 触 さ せ る こ と で Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 の 影 響 を 水 に 刷 り 込 む こ と が 出 来 る と い う 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
更 に 、 天 然 塩 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ Ｃ ｌ ） の 他 に 雑 多 な ミ ネ ラ ル 分 が 含 有 さ れ て い る た
め 、 厳 密 な ミ ネ ラ ル バ ラ ン ス を 実 現 す る た め に は 、 他 の ミ ネ ラ ル 分 を 含 ま な い 化 学 塩 を 使
用 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
よ っ て 、 本 発 明 で は 、 他 の ミ ネ ラ ル 分 を 含 ま な い 純 度 の 高 い 化 学 塩 （ 日 本 薬 局 方 ： Ｊ Ｉ Ｓ
Ｋ ８ ０ ０ ５ の 塩 化 ナ ト リ ウ ム Ｎ ａ Ｃ ｌ － 純 度 ９ ９ ． ９ ８ ％ ） を 用 い る こ と で 振 動 情 報 を 安
定 し た 状 態 で 受 信 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 、 本 発 明 で は 、 一 般 の 水 道 水 や 自 然 界 の 水 で は な く 精 製 水 が 用 い ら れ る 。 即 ち 、 水 道
水 は 、 殺 菌 ・ 消 毒 の た め に 塩 素 が 加 え ら れ て お り 、 ま た 、 他 に 雑 多 な 化 学 物 質 が 微 量 で は
あ る が 残 留 し て い る こ と か ら 振 動 情 報 の 受 信 能 力 と 固 定 能 力 は 極 め て 不 安 定 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー は 、 自 然 界 の 水 を 煮 沸 滅 菌 し た も の で 、 多 種 多 様 な ミ ネ ラ ル 分 が そ の
ま ま 残 留 し て お り 、 こ の た め 水 道 水 や ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー は 、 本 発 明 の 振 動 情 報 記 録 水 の
原 料 と し て 用 い る こ と は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
蒸 留 水 は 蒸 留 製 造 装 置 に よ り 水 を 加 熱 し て 発 生 し た 水 蒸 気 を 冷 却 す る こ と に よ り つ く ら れ
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た 水 で あ る が 、 厳 密 に は 不 要 な ミ ネ ラ ル 分 を 十 分 に 排 除 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 叙 上 の 様 な 理 由 か ら 、 本 発 明 で は 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 通 し た 純 水 を 蒸 留 し た 精 製
水 を 用 い る こ と で 、 正 確 な ミ ネ ラ ル の バ ラ ン ス 配 合 を 実 現 す る こ と が 可 能 に な る と い う 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に お け る 振 動 情 報 記 録 水 を 実 際 に 製 造 す る 場 合 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 従 っ て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ は 、 本 発 明 に お け る 振 動 情 報 記 録 水 の 製 造 工 程 を 模 式 図 で 示 し た も の で あ り 、 か か る
工 程 で は 初 め に Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 ４ を 製 造 す る こ と か ら 始 ま る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 ４ の 製 造 は 、 小 型 の 容 器 １ 内 に 精 製 水 ２ を 入 れ 、 こ れ に Ｆ ｅ 化 合 物 含 有
鉱 石 （ 実 施 形 態 で は 赤 鉄 鉱 を 用 い る が 、 こ の 際 、 水 と 接 触 す る 赤 鉄 鉱 の 表 面 を 研 磨 ・ 鏡 面
仕 上 げ に し て お く 必 要 が あ る 。 ） ３ を 長 期 間 自 然 放 置 状 態 で 浸 漬 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 場 合 、 １ ， ０ ０ ０ ｍ ｌ の 精 製 水 ２ に 対 し て 、 ３ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ の Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 ３
を ６ ～ １ ５ ヶ 月 と い う 長 期 間 に 渡 っ て 浸 漬 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 ３ を 精 製 水 ２ 内 に 長 期 間 に 渡 っ て 浸 漬 さ せ る こ と に よ り
、 Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 ３ が 本 来 有 し て い る Ｆ ｅ 化 合 物 の 影 響 が 刷 り 込 ま れ た Ｆ ｅ 化 合 物 接
触 水 ４ を 製 造 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
続 い て 、 Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 と 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 所 定 の 比 率 で 混 合 し 、 精 製 水 に よ り 所 定 の
倍 率 で 希 釈 ・ 攪 拌 す る の で あ る が 、 先 ず 、 上 記 の 如 く 得 ら れ た Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 ４ を １ ～
１ ５ ｍ ｌ 取 水 し 、 そ の 後 か る る 容 量 に 対 し て 化 学 塩 （ 日 本 薬 局 方 ： Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ８ ０ ０ ５ の 塩
化 ナ ト リ ウ ム Ｎ ａ Ｃ ｌ － 純 度 ９ ９ ． ９ ８ ％ ） を １ ０ ｇ 準 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 容 器 ５ に 精 製 水 ２ を １ ０ ， ０ ０ ０ ｍ ｌ 溜 め る と 共 に 、 上 記 １ ～ １ ５ ｍ ｌ の Ｆ ｅ 化 合
物 接 と １ ０ ｇ の 化 学 塩 ６ を 添 加 し 、 ３ ５ ℃ 以 上 の 水 温 を 維 持 し つ つ 、 攪 拌 機 ７ を 用 い て １
６ ８ 時 間 以 上 攪 拌 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ の 後 、 上 記 の 如 く ３ ５ ℃ 以 上 の 水 温 で 、 且 つ １ ６ ８ 時 間 以 上 攪 拌 し て 得 ら れ た 希 釈 水 ８
を １ ０ ｍ ｌ だ け 取 水 し 、 容 器 ９ に 溜 め た １ ０ ， ０ ０ ０ ｍ ｌ の 精 製 水 に 添 加 し 、 上 記 同 様 ３
５ ℃ 以 上 の 水 温 を 維 持 し つ つ 、 攪 拌 機 ７ を 用 い て １ ６ ８ 時 間 以 上 攪 拌 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 上 記 工 程 で 得 ら れ た 希 釈 水 ８ ａ を 再 び １ ０ ｍ ｌ だ け 取 水 し 、 容 器 １ ０ に 溜 め た １ ０
， ０ ０ ０ ｍ ｌ の 精 製 水 に 添 加 し 、 再 度 ３ ５ ℃ 以 上 の 水 温 を 維 持 し つ つ 、 攪 拌 機 ７ を 用 い て
１ ６ ８ 時 間 以 上 攪 拌 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ れ に よ り 、 １ ～ １ ５ ｍ ｌ の Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水 ４ と １ ０ ｇ の 化 学 塩 １ ０ ｇ を 精 製 水 に よ り
１ ０ の ９ 乗 倍 の 希 釈 倍 率 で 希 釈 し た こ と に な る が 、 こ の 時 点 で 振 動 情 報 記 録 水 １ １ が 完 成
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
従 っ て 、 上 記 工 程 に て 得 ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 １ １ に よ れ ば 、 鉱 石 の 一 種 で あ る Ｆ ｅ 化 合
物 含 有 鉱 石 ３ が 持 つ 、 安 定 的 に 高 い 振 動 情 報 の 受 信 機 能 を 用 い る と 共 に 、 そ の 成 分 を 精 製
水 に 抽 出 さ せ る と い う 方 法 を と ら ず 、 精 製 水 に 一 定 期 間 接 触 さ せ る こ と で Ｆ ｅ 化 合 物 含 有
鉱 石 ３ の 影 響 を 水 に 刷 り 込 む こ と が 出 来 る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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更 に 、 上 記 工 程 に て 得 ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 １ １ は 、 他 の ミ ネ ラ ル 分 を 含 ま な い 純 度 の 高
い 化 学 塩 ６ を 用 い る こ と に よ り 振 動 情 報 を 安 定 し た 状 態 で 受 信 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
更 に 、 上 記 工 程 に て 得 ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 １ １ は 、 一 般 の 水 道 水 や 自 然 界 の 水 で は な く
精 製 水 を 用 い る こ と で 、 正 確 な ミ ネ ラ ル の バ ラ ン ス 配 合 を 実 現 す る こ と が 可 能 に な る と い
う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
叙 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 振 動 情 報 記 録 媒 体 と し て 用 い ら れ る 振 動 情 報 記 録 水 に よ れ ば
、 工 業 的 に 製 造 さ れ た 精 製 水 と 化 学 塩 及 び Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石 を 用 い て 製 造 す る 技 術 を 採
用 し て い る た め 、 振 動 情 報 記 録 水 内 に 不 純 物 等 に よ る 混 じ り や ミ ネ ラ ル バ ラ ン ス の 偏 り 等
の 不 都 合 が 生 じ る こ と が 一 切 無 く 、 よ っ て 生 体 の あ る 時 点 の 状 態 を 「 振 動 情 報 」 と し て 極
め て 簡 単 且 つ 確 実 に 、 し か も 一 旦 記 録 し た 振 動 情 報 を 変 化 さ せ る こ と な く 長 期 間 保 存 す る
こ と が 出 来 る と い う 極 め て 高 品 質 の 振 動 情 報 記 録 水 を 簡 単 且 つ 大 量 に 、 し か も 工 業 ベ ー ス
に 乗 っ て 安 価 に 作 り 出 す こ と が で き る と い う 格 別 な 効 果 を 奏 す る に 至 っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 振 動 情 報 記 録 水 の 製 造 工 程 を 示 し た 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 　 容 器
２ … 　 精 製 水
３ … 　 Ｆ ｅ 化 合 物 含 有 鉱 石
４ … 　 Ｆ ｅ 化 合 物 接 触 水
５ … 　 容 器
６ … 　 化 学 塩
７ … 　 攪 拌 機
８ ， ８ ａ … 　 希 釈 水
９ … 　 容 器
１ ０ … 　 容 器
１ １ … 　 振 動 情 報 記 録 水
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【 図 １ 】

(6) JP 2004-167467 A 2004.6.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

